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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

神奈川都道府県名
（①□ ② ③□）レ

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 鎌 倉 市 立 大 船 中 学 校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ３ ４ ２ １３
２８

生徒数 １２４ １０１ １２５ １３ ３６３

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

・研究主題
個に応じた指導のための指導方法、指導体制の工夫

・研究主題の設定の趣旨
数学科、英語科等における少人数指導や生徒の理解や習熟の程度に応じたき

め細かな指導を行い、基礎・基本の定着と学習意欲の向上を図る。

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

全学年・英語・数学（学校として、当該教科に関する研究実績があるため）
学年・理科 （これまでの研究成果と生徒に対する実態調査の結果から、1

実施学年・教科の枠を広げ、研究に取り組むため）

( ) 年次ごとの計画2

○研究主題
・個に応じた指導のための指導方法、指導体制の工夫。
○仮説平

成 ・きめ細かな指導方法を工夫・改善すれば、生徒は学習意欲が向上し
確かな学力を身に付けることができる。14

○研究内容・方法年
度 ・必修教科では、英語科１・２学年で少人数指導を行い、生徒の理解

に応じたきめ細かな指導の実践研究をする。
・選択教科では、数学科全学年、英語科２・３学年で、教科内選択と
して生徒選択による習熟の程度に応じた指導を行う。

○研究主題
・個に応じた指導のための指導方法、指導体制の工夫。
○仮説平

成 ・きめ細かな指導方法を工夫・改善すれば、生徒は確かな学力を身に
付けることができる。15

○研究内容・方法年
度 ・数学科、英語科、理科では必修教科で、さらに数学科、英語科では選択

教科の中で少人数指導を行い、生徒の理解や習熟の程度に応じたきめ細
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かな指導の実践研究をする。
・他教科での少人数指導について研究する。

○研究主題
平 ・個に応じた指導のための指導方法、指導体制の工夫。
○仮説成
・きめ細かな指導方法を工夫・改善すれば、生徒は確かな学力を身に16

年 付けることができる。
○研究内容・方法度
・実践・研究の発展・充実を図るとともに、成果と課題等をまとめ、
研究会等を通して公開していく。

( ) 研究推進体制3

フロンティア事業に関する実践研究組織図

校 長

教 頭

全体会 教育課程検討委員会

フロンティアスクール研究推進委員会

教 科 部 会

○教育課程検討委員会
評価規準の作成、指導方法（少人数指導、習熟の程度に応じた指導等 ・）
指導体制の研究

○全体会
全職員で構成し、公開授業・研修会の協議、各委員会の調整、諸課題の
研究等

○フロンティアスクール研究推進委員会
調査・研究の全体計画、研究の推進
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

「数学科習熟の程度に応じた指導」に対する生徒アンケート結果
○第３学年での実施・比較（ ～ 年度）13 15
『分からない問題は、誰に聞きますか』の質問項目に対して、
『学校の先生に聞く』と回答した生徒の割合は、
１６％→４１％→４２ に上昇。%

「英語科少人数指導」に対する生徒アンケート結果
○同集団での比較（第１学年： 年度、第２学年 年度）13 14
『英語の授業はよく分かりますか』の質問項目に対して、
『分かる』と回答した生徒の割合は、８２％から９５％に上昇
『分からない』と回答した生徒の割合は、１８％から５％に減少

「英語科少人数指導」に対する生徒アンケート結果
○第１学年での実施・比較（平成 ～ 年度）13 15
『英語の授業はよく分かりますか』の質問項目に対して
『分かる』と回答した生徒の 割合は、８２％→８４％→９７ に上昇%
『分からない』と回答した生徒の割合は、１８％→１６％→３ に減少%

２．今後の課題

さらなる指導体制、指導方法の工夫をし、少人数指導や生徒の理解や習熟の
、 。程度に応じたきめ細かな指導を行い 基礎学力の定着と学習意欲の向上を図る

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

・計算力把握テスト（数学科､全学年）
・県学習状況調査（年１回 （２学年の英語科、数学科））
・標準学力検査（ＣＲＴ）の実施（全学年の英語科・数学科）
・平成１３年度小・中学校教育課程実施状況調査で出題された問題と正答率の
活用(数学科問題)並びにアンケート項目の活用（生徒アンケート）
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Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○平成１５年度フロンティアティーチャー研修会で実践発表

日時 平成１５年５月１日（木）１４：００～１６：３０
場所 生涯学習情報センター研修会１（かながわ県民センター５階）
内容 平成１４年度フロンティアスクールにおける研究成果

○湘三管内中学校指導方法の改善研修会で実践報告

日時 平成１５年１０月３１日（金）１４：００～１６：３０
場所 県藤沢合同庁舎 大会議室
内容 平成１５年度フロンティアスクールにおける研究成果

○学力向上フロンティアスクール公開授業並びに研究会

『第１回』
日時 平成１４年１１月２８日（木）１３：３０～
場所 鎌倉市立大船中学校
内容 公開授業

【少人数指導→英語科、習熟の程度に応じた指導→数学科】

『第２回』
日時 平成１５年２月４日（火）１３：３０～
場所 鎌倉市立稲村ヶ崎小学校
内容 ・ 小学校）授業公開（

・ 中学校）授業公開のビデオセッション（
・全体会
・研究協議会

『第３回』
日時 平成１５年１１月６日（木）１３：３０～
場所 鎌倉市立大船中学校
内容 ・公開授業 ◎少人数指導 → 英語科、数学科、理科

◎習熟の程度に応じた指導→ 英語科、数学科
・全体会
・研究協議会

○リーフレットの作成と配布
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◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校レ

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上レ

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導レ

その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科レ レ

外国語 音楽 美術 技術・家庭レ

保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無レ
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